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1.  平成21年12月期第1四半期の業績（平成21年1月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第1四半期 2,025 ― 234 ― 255 ― 147 ―

20年12月期第1四半期 1,867 ― 204 ― 222 ― 126 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第1四半期 6,254.13 ―

20年12月期第1四半期 5,230.75 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第1四半期 4,026 2,923 72.6 124,257.53
20年12月期 4,072 2,823 69.3 120,006.59

（参考） 自己資本   21年12月期第1四半期  2,923百万円 20年12月期  2,823百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― ― ― 2,000.00 2,000.00

21年12月期 ―

21年12月期 
（予想）

― ― 2,000.00 2,000.00

3.  平成21年12月期の業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

4,060 7.3 375 9.2 398 8.5 206 1.3 8,784.90

通期 8,500 6.3 845 3.4 880 2.8 438 5.1 18,637.66



4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第1四半期 24,580株 20年12月期  24,580株

② 期末自己株式数 21年12月期第1四半期  1,050株 20年12月期  1,050株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年12月期第1四半期 23,530株 20年12月期第1四半期 24,176株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 
２．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 



 当第１四半期におけるわが国経済は、世界的な金融危機を背景に、内外需とも需要が急減し、雇用環境も深刻とな

り、景気は急激に悪化いたしました。 

 外食業界におきましては、消費者の生活防衛意識や節約志向の高まりによる消費の低迷の影響を受け、引続き厳し

い経営環境となりました。 

 このような環境下、当社におきましては、かつや直営店１店舗を新規に出店いたしましたが、その他直営店１店舗

を閉店いたしました。また、「鍋組北千住西口店」を「かつや北千住西口店」に吸収し一括管理することといたしま

した。その結果、当第１四半期末における店舗数は、かつや直営店60店舗、かつやＦＣ店79店舗、その他直営店13店

舗となりました。 

 以上の結果、当第１四半期における売上高は2,025百万円、営業利益は234百万円、経常利益は255百万円、四半期

純利益は147百万円となりました。 

  

(1)資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期における総資産は、4,026百万円となり、前事業年度末比46百万円の減少となりました。これは主

に現金及び預金が54百万円増加したものの、売掛金や商品等の減少により流動資産が38百万円減少したことと、

固定資産が７百万円減少したことによるものであります。 

 負債は、1,102百万円となり、前事業年度末比146百万円の減少となりました。これは主に買掛金及び未払法人

税等が減少したことによるものであります。 

 純資産は、前事業年度末比100百万円増となり、自己資本比率は72.6％となりました。 

  

(2)キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期におけるキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、150百万円となりました。 

 これは主に、税引前四半期純利益251百万円に加えて、現金支出を伴わない減価償却費39百万円及び売上債権の

減少46百万円等があったものの、法人税等を169百万円支払ったためであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、57百万円となりました。  

 これは主に、有形固定資産の取得による支出22百万円及び敷金・保証金の支払36百万円によるものでありま

す。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、38百万円となりました。  

 これは主に、預り保証金の受入による収入９百万円があったものの、配当金の支払47百万円を行ったことによ

るものであります。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、前事業年度末に比較して54百万円増加し922百万円となり

ました。  

 当期の業績予想につきましては、第１四半期における業績がほぼ予測どおりに推移しておりますので、平成21年２

月10日に公表いたしました「平成20年12月期 決算短信（非連結）」に記載の業績予想に変更はありません。 

  

①簡便な会計処理 

 固定資産の減価償却費の算定方法は、定率法を採用しているものについては事業年度に係る減価償却費の額を

期間按分する方法としております。 

②四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

(1)簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用



  

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 

当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規

則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

②たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、最終仕入原価法によっておりましたが、当第１四

半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。なお、この変更による損益への影響は軽微であります。 

（追加情報） 

 有形固定資産の耐用年数の変更 

  当社の機械装置の耐用年数については、当第１四半期会計期間より、法人税法の改正を契機として見直しを

行い、改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。なお、この変更による損益への影響は軽微で

あります。 

  

(2)四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期財務諸表 
(1)四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 922,972 868,055 

売掛金 239,583 286,134 

商品 36,570 66,820 

原材料 19,934 24,517 

その他 220,156 232,039 

貸倒引当金 △1,410 △1,600 

流動資産合計 1,437,807 1,475,967 

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 955,106 960,286 

その他（純額） 202,105 211,539 

有形固定資産合計 1,157,211 1,171,826 

無形固定資産 6,945 10,804 

投資その他の資産   

敷金及び保証金 907,932 890,839 

建設協力金 407,014 411,850 

その他 109,738 111,421 

投資その他の資産合計 1,424,684 1,414,111 

固定資産合計 2,588,841 2,596,742 

資産合計 4,026,649 4,072,710 

負債の部   

流動負債   

買掛金 310,680 370,325 

未払法人税等 100,028 173,935 

賞与引当金 17,877 － 

その他 359,602 392,947 

流動負債合計 788,188 937,208 

固定負債   

受入保証金 302,224 297,831 

その他 12,456 13,915 

固定負債合計 314,681 311,746 

負債合計 1,102,869 1,248,955 



（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 456,320 456,320 

資本剰余金 408,562 408,562 

利益剰余金 2,137,722 2,037,622 

自己株式 △78,750 △78,750 

株主資本合計 2,923,854 2,823,755 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △75 － 

評価・換算差額等合計 △75 － 

純資産合計 2,923,779 2,823,755 

負債純資産合計 4,026,649 4,072,710 



(2)四半期損益計算書 
(第１四半期累計期間) 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 

 至 平成21年３月31日) 

売上高 2,025,862 

売上原価 859,249 

売上総利益 1,166,613 

販売費及び一般管理費 932,252 

営業利益 234,361 

営業外収益  

受取利息 1,768 

協賛金収入 15,535 

その他 4,322 

営業外収益合計 21,625 

営業外費用  

現金過不足 598 

営業外費用合計 598 

経常利益 255,388 

特別利益  

店舗等解約補償金 3,134 

その他 190 

特別利益合計 3,324 

特別損失  

固定資産除却損 3,234 

店舗閉鎖損失 4,023 

特別損失合計 7,258 

税引前四半期純利益 251,454 

法人税、住民税及び事業税 95,929 

法人税等調整額 8,366 

法人税等合計 104,295 

四半期純利益 147,159 



(3)四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 

 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 251,454 

減価償却費 39,626 

固定資産除却損 3,234 

賞与引当金の増減額（△は減少） 17,877 

受取利息 △1,768 

売上債権の増減額（△は増加） 46,550 

たな卸資産の増減額（△は増加） 34,886 

その他の資産の増減額（△は増加） 25,296 

仕入債務の増減額（△は減少） △59,644 

その他の負債の増減額（△は減少） △37,557 

その他 699 

小計 320,655 

利息の受取額 18 

法人税等の支払額 △169,836 

営業活動によるキャッシュ・フロー 150,837 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △22,456 

敷金及び保証金の差入による支出 △36,316 

その他 1,350 

投資活動によるキャッシュ・フロー △57,421 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

預り保証金の受入による収入 9,000 

預り保証金の返還による支出 △438 

配当金の支払額 △47,060 

財務活動によるキャッシュ・フロー △38,498 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 54,917 

現金及び現金同等物の期首残高 868,055 

現金及び現金同等物の四半期末残高 922,972 



 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4)継続企業の前提に関する注記

(5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表等 

(1)（要約）四半期損益計算書 

前第１四半期累計期間（平成20年１月１日～３月31日） 

  

科目 

前年同四半期 
（平成20年12月期 

第１四半期） 

金額（千円） 

Ⅰ 売上高  1,867,082

Ⅱ 売上原価  802,295

売上総利益  1,064,786

Ⅲ 販売費及び一般管理費  859,868

営業利益  204,918

Ⅳ 営業外収益  17,690

Ⅴ 営業外費用  502

経常利益  222,107

Ⅵ 特別利益  4,049

Ⅶ 特別損失  8,830

税引前四半期純利益  217,325

税金費用  90,867

四半期純利益  126,458



前第１四半期累計期間（平成20年１月１日～３月31日） 

   

(2)（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書

  
前年同四半期 

（平成20年12月期 
第１四半期） 

区分 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

税引前四半期純利益  217,325

減価償却費  35,237

固定資産除却損  2,224

減損損失  6,605

売上債権の減少額  23,461

たな卸資産の減少額  5,871

その他資産の増加額  △916

仕入債務の増加額  △22,807

その他債務の減少額  △43,344

その他  11,240

小計  234,900

法人税等の支払額  △204,258

その他  23

営業活動によるキャッシュ・フロー  30,665

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

有形固定資産の取得による支出  △31,310

敷金・保証金の支払による支出  △67,594

その他  10,195

投資活動によるキャッシュ・フロー  △88,708

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

自己株式の取得による支出  △78,750

配当金の支払額  △49,160

その他  2,250

財務活動によるキャッシュ・フロー  △125,660

Ⅳ 現金及び現金同等物の減少額  △183,703

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高  799,804

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高  616,101
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